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は、16 世紀末から 17 世紀初頭のフランスの芝居の中に数多く見受けられていた。1623 年、テオフ
ィル・ヴィオー〔Théophilede Viau〕の『ピラムとティスベの悲劇的愛』〔Pyrame et Thisbé〕の中で、
主人公はドゥークシスによって襲撃されるが、返り討ちにする。 
 群衆が動員された戦闘の場面もそうだが、1630 年から 1640 年にピークを迎えた古典主義演劇以前
の演劇では決闘シーンが頻繁にあった。17 世紀全般を通して、フロンドの乱の後でさえも、四つに
一つの芝居の中で決闘が仄めかされている。けれども決闘が舞台上で繰り広げられたのはそのうち
わずか 14 回にとどまっていた。1650 年以前の、例えばコルネイユの『法院の回廊』〔Galerie du 
Palais〕（1633 年）第 5 幕 2 場や『ル・シッド』〔Le Cid〕（1637 年）第 1 幕 3 場である5。 
 負傷者も舞台上から隠されることなく、時には上演演目の中で好んで取り上げらた。『クリタンド
ル』〔Clitandre〕の中でコルネイユは、ドリーズにピマントの目を突き刺させ（第 4 幕 1 場）、ロジド




である（第 3 幕 3 場）。 
 1570 年から 1650 年代のフランスの観客は、
舞台上の効果を伴うこれらの細かい描写を大い
に堪能し、死が繰り広げられる場面に感嘆して
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 Norman Bennetton, « Social signifiance of the duel in the Seventeenth century French drama », John Hopkins Studies, in 
Romance Litteratures and languages, vol. XXXIII, Baltimore, Johns Hopkins Press, 1938, pp. 141-142. 
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 Raymond Lebègue, « La tragédie “shakespearienne” en France au temps de Shakespeare », in Revue des cours et conférences, 
『残虐なムーア人』上演のためのクロッキー©D.R 『残虐なムーア人』上演のためのクロッ
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 『ロミオとジュリエット』〔Roméo et Juliette〕（1595 年）ではマキューシオ、ティボルト、パリス
が剣に敗れ、ロミオは服毒自殺をする。ジュリエットは自刃する。これがもとで、モンタギュー夫
                                                                                                                                                                 





ティトゥスの手を切るエアロンを描いた絵。第 3 幕第 1 場。
ジェラール・ヴァンダーグッチの版画(1740)  ティトゥスの手を切る
エアロンを描いた絵。
第 ３ 幕 第 １ 場。 ジ ェ
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 Stefan Zweig, La Confusion des sentiments, in Romans et nouvelles, Paris: Le Livre de poche, 1995, p. 488.〔「感情の混乱」、
























































































































11	 Cf.	André	de	Lorde,	Théâtre de la mort: Les Charcuteurs, Le Vaisseau de la mort, 
L’Homme mystérieux,	Paris:	E.	Figuière,	1928.























































































































































































































20	 Michel	Vinaver,	La Demande d'emploi, Théâtre complet I,	Éditions	de	l'Aire,	1973.
21	 Michel	Vinaver,	L’Ordinaire, Théâtre complet II,	Éditions	de	l’Aire,	1983.
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かないだろう』〔Aucun de nous ne reviendra〕29、『これらの言葉を誰が伝えるの













29	 Charlotte	Delbo,	Aucun de nous ne reviendra,	Les	Éditions	de	Minuit,	1970.〔「アウシュ
ヴィッツの唄」篠田浩一郎訳、『全集	現代世界文学の発見	第６巻	実存と状況』、学芸書
林、1970年〕
30	 Charlotte	Delbo,	Qui rapportera ces paroles ?,	Paris:	P.-J.	Oswald,	1974.
31	 Charlotte	Delbo,	Ceux qui avaient choisi,	Saint-Victor:	Les	Provinciales,	2011.
32	 Catherine	Naugrette,	Paysages dévastés,	Belval:	Circé,	2004.
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D）最近20年の挑発演劇──現代の暴力への回帰
　1990年代以来、「挑発演劇」〔«	in-yer-face（人の面前で）	»〕と呼ばれるイギリス
生まれの演劇が流行っている。顔の顔面に拳骨の一撃を食らうような衝撃を受け
る、いわば「拳の一撃ショック芝居」である。レイプと人肉を食べる場面を描いた
1995年のサラ・ケイン〔Sarah	Kane〕33の『ブラステッド』〔Blasted〕がいい例であ
ろう。そのほかアンソニ ・ーネルソン〔Anthony	Neilson〕の『浸透者』〔Penetrator〕
（1993年）、マーク・レイヴンヒル〔Mark	Ravenhill〕の『ショッピングとファッキ
ング』〔Shopping and Fucking〕（1996年）が挙げられる。もう一人デニス・ケリー
〔Dennis	Kelly〕を紹介しよう。彼の作品は現代社会のデリケートな問題に切り込
んでいる。例えばテレビの持つ影響力、家族の崩壊、狂信、街中での恐怖、イン
ターネットを介した恋愛、借金、視聴者の日常を撮ったビデオ放映、自殺を取り上
げる。それらの作品の至る所に暴力の場面が目立つ。
　『英雄ウサマ』〔Osama the Hero〕（2004年）では15歳の少年ガリーが、地域のご
み箱や駐車場に爆弾を仕掛けたとなじられ、隣の家の人に閉じ込められ、拷問さ
れる。『D.N.A.』（2007年）では、青少年のグループを扱っている。森に出かけたグ
ループはその中の一人の少年に暴行を加え、死に追いやる。けれどもその少年は死
なず野生の獣同様に生き延びていく。『孤児』〔Orphelins〕（2009年）では、姉夫婦
が夕食をとっているところに血まみれになった少年リアムが現れる。二人は何が
あったのかを聞くが、少年の語る言葉は、絶え間ない罵声、叫び声、擬声語でさえ
ぎられる。そんな中で彼が受けたひどい仕打ちが少しずつ明らかになっていく。そ
れこそ〔シェイクスピアの〕『タイタン・アンドロニカス』に匹敵する残忍さとは
言えないだろうか！
　要するに、演劇とは、死者たちが招待され、我々が死者の声を聞きに来るという
比類なき空間をなしているようだ。死がその物語に沿って、時には幽霊として、表
現されたり、距離を置いて語られたり、装われたりするのがわかる。死を表象す
ることや死を一度だけ呼び出すことは聖なるオーラをもたらす──たとえそれが、
浄
カタルシス
化の快楽をともないつつ、社会的、道徳的、審美的な考察が混ざり合ったパロ
33	 この著者サラ・ケインは1999年、27歳で自殺した。
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国際連続セミナー「文学と死」
ディの方法による反転したオーラであるとしても。
　エミール・シオランが言っているではないか、「昔から我々はみな死んでいく定
めだ。けれども、死はその清らかさを何も失いはしない」、と。
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